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あ い さ つ

AI（人工知能）の飛躍的な進化により人間が行う仕事の半分が機械に奪われる

という研究論文がマスコミに取り上げられ，人間の仕事，人類の価値はどこにある

のか様々な考えが出されています。AI がどんなに進化し思考できるようになった

としても，その思考の土台を形作るのは人間であり，思考の目的の正しさ，よさを

判断したり，再構築したりすることができるのは人間の最大の力なのだと思います。

社会の構造的な変化が進む今，これからを生きる子どもたちの知識，理解の質を高

めることが求められています。

このような中，本校は平成２８・２９・３０年度の３か年にわたり，宮城県教育

委員会並びに気仙沼市教育委員会から学力向上研究指定校事業の指定を受け，研究

実践に取り組んできました。研究初年度にあたる平成２８年度の取組を経て，研究

２年次となる今年度は，アクティブ・ラーニングの視点に立って授業改善に努め，

主体的・対話的で深い学びを実現することを通して，他者と関わり合いながら学ぶ

子どもたちを育成したいと考え，研究実践に取り組んできました。国語科，算数科

の教科と海洋教育の領域での授業実践を進める中で，４段階で構成する学習過程の

各段階で児童の思いや考えを大切にすること，また，児童の対話的な学びを見取り，

その対話の目的（比較，選択，拡大，融合）を明確に押さえながら対応する教師の

働き掛けの重要性が明らかになりつつあります。

授業の中で子どもたちが皆で学び合い，知識や経験を共有することで新しい知恵

を生み出すという教育活動は，子どもたちの知識，理解の質を高めていくことにつ

ながるのではないかと考え，全教職員一丸となって取り組んでまいりましたが，本

校の研究実践はまだ道半ばの感があり，解決すべき課題を多く残しています。本日

御参会の皆様より忌憚のない御意見・御指導をいただければ幸いに存じます。

結びになりますが，本研究を推進するに当たり多大な御指導，御助言を賜りまし

た宮城県教育庁義務教育課，宮城県気仙沼教育事務所，気仙沼市教育委員会，並び

に各関係機関の皆様に心から御礼を申し上げ，あいさつといたします。

平成２９年１１月１５日

気仙沼市立気仙沼小学校

校長 千 葉 清 人
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Ⅰ 校内研究の概要

１ 研究主題・副題

「思いや考えを伝え学び合う児童の育成」

～主体的・対話的で深い学びの実現を通して～

２ 主題設定の理由

（１）今日的教育課題から

これからの社会の担い手である児童が豊かに生きるためには，絶えず変化する社会の

中で自ら学び，課題解決のために自ら必要な知識・技能を身に付けていくことや，見方

・考え方の異なる他者と協働しながら課題解決していくことが必要である。また，様々

な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し，情報を再構成することで，新たな価値に

つなげることも重視していく必要がある。

このことを踏まえて，本研究では次期学習指導要領改訂に向けての答申（平成28年12

月21日）に示されたアクティブ・ラーニングの視点に立って授業改善に努め，主体的・

対話的で深い学びを実現することを通して，思いや考えを伝え学び合う児童を育成して

いきたいと考えた。

（２）学校教育目標から

本校の学校教育目標は「自ら学ぶ意欲にあふれ，心身ともに健康で，心豊かにたくまし

く生きる児童を育成する」であり，目指す児童像を「確かな学力の定着をめざし，意欲的

に学習する子ども（進んで学ぶ子ども）」「自らを律するとともに相手の立場を理解できる

子ども（思いやりのある子ども）」「心身ともに健康でたくましく生き抜こうとする子ども

（健康な子ども）」と設定している。さらに，「進んで学ぶ子ども」を育成する学校像とし

て「①学ぶ価値を見いだし，学ぼうとする学習環境を創る学校 ②主体的・対話的で深い

学びのある授業をめざす学校 ③暗唱・読書好きの子どもが多い学校」を掲げ，日々の教

育活動を行っている。

本研究において，協働的な授業づくりを通して主体的・対話的で深い学びを実現させて

いくことが，本校の学校教育目標を具現化する上で有効であると考えた。

（３）児童の実態から

①全国学力・学習状況調査の結果について

平成２９年度に実施した全国学力・学習状況調査の結果を分析すると，国語Ａ問題及び

算数Ａ問題（主として知識）における本校児童の正答率は全国平均の正答率を上回る結果

となり，前年度までに身に付けるべき知識については概ね身に付いていると判断すること

ができた。国語Ｂ問題（主として活用）においても本校児童の正答率は全国平均の正答率

を上回った。これまで課題となっていた「目的や意図に応じて必要な内容を整理して書く

問題」や「物語文を読み，具体的な叙述を基に自分の考えをまとめる問題」などの記述式

の問題においても，全国平均の正答率を大きく上回る結果が得られた。一方，算数Ｂ問題

（主として活用）では，本校児童の正答率は全国平均の正答率をやや下回った。特に記述

式の問題では，どの領域でも全国平均とのかい離が大きくなる傾向が見られた。以上のこ

とから，本校児童には読み取ったことや自分で考えたことを豊かな表現で記述することが

できるものの，自分の考えを論理的に順序よく書き表すことに課題があることが分かった。

児童質問紙調査によると「最後までやり遂げてうれしかったこと」「自分のよいところ」

について，「ある」と回答した児童が全国と比較するとやや少なく，「達成感」や「自己有

用感」を実感させるためのさらなる工夫が必要だということが明らかになった。学習につ

いては，「自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすること」を難しいと回答
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する児童がやや多かった。

②実態調査アンケートの結果について

平成２８年６月・１１月並びに平成２９年６月に実施した実態調査アンケートの結果を

分析すると，国語科・算数科の学びの有用性を感じている児童が多く，主体的な学びが実

現されてきていることが分かる。海洋教育についてはアンケートを実施する時期と授業実

践の時期がずれてしまうことで，学習の有用性を実感する児童の割合が変動する傾向が見

られる。短時間でもよいので日常的に海に児童の意識を向ける働き掛けが大切になってく

ると考える。

３つの教科・領域に共通して言えることは，本校児童が「目的や意図に応じて説明文や

資料の読み取りをすること」「相手に伝わるような話の組み立て方を工夫すること」に苦

手意識をもっているということである。このことは，課題解決的な学習過程の中で目的を

明確にした対話的な学びを充実させていくことで改善を図ることができると考える。そこ

で児童が自分なりの思いや考えをもち，それを伝え合い，考えをより深めていく学習過程

を重視し，学ぶ意義や成就感を実感させていくようにしたい。

（４）昨年度までの取組から

平成２８年度から宮城県教育委員会並びに気仙沼市教育委員会から学力向上研究指定校

事業の指定を受け，児童の学力向上を目指して研究に取り組んできた。本校では児童の学

びの様子や教師の指導上の課題を受け，研究初年度にあたる平成２８年度を「主体的・対

話的で深い学び（いわゆるアクティブ・ラーニング）」の実現を目指す１年間と位置付け，

平成２９年度からは，主体的・対話的で深い学びを通して児童にこれからの時代を生き抜

く資質・能力を身に付けさせていくことを目指した。

今年度は児童の実態を受け，課題解決のために思いや考えを他者と伝え合いながら学ん

でいく力を身に付けさせたいと考え，アクティブ・ラーニングの視点に立った不断の授業

改善に努め，４段階で構成する学習過程の中で児童の思いや考えを大切に扱っていくよう

にする。また，授業以外の学校生活の場面でも，自ら学ぼうとする学習意欲の構築に組織

的に取り組んでいくことを目指したいと考えた。

以上４つの観点から本研究主題を設定した。

３ 研究主題・副題の捉え

研究主題について

思いや考え ・児童がもつ疑問や気付き，解決までの見通し。

・対話等の学習活動を経て新たに生じたり強まったりするもの。

学び合う ・個々の思いや考えを比較したり融合したりして課題解決を目指

すこと。

副題について

主体的 ・児童が学習に見通しをもち，課題解決に向けて意欲的に取り組

むこと。

対話的 ・児童が課題意識をもつ友達や教師などの他者と関わり，自分一

人では気付かないような考えに触れたり，自分の思考を深めた

りすること。

深い学び ・児童が各教科・領域に関する個別の知識や技能を身に付け，探

究的な学びに向き合い，自己の見方・考え方を広げること。

・学びを基に人間性を高め，社会に働き掛ける行動力を養うこと。
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４ 研究目標

思いや考えを伝え学び合わせるための指導の在り方を，授業実践・授業改善を通して明ら

かにする。

５ 研究教科・領域

研究教科：国語科・算数科

研究領域：海洋教育（主に理科・社会科・総合的な学習の時間等で実践）

海洋教育は教科・領域の学習のねらいを達成するために積極的に取り入れていくよう

にする。「海と生きる」を復興スローガンに掲げる気仙沼市において，地域の先人が古く

から向き合ってきた「海」を教材として扱いながら学習を展開することは，生涯に渡っ

て学び続けようとする学習意欲の構築と主体的・対話的で深い学びの実現につながると

期待できる。

６ 研究の視点

思いや考えを伝え学び合う児童の育成に迫るために，国語科・算数科の教科並びに海洋教

育の領域において，次の２つの視点に沿った手立てを工夫しながら学習活動を展開する。

【視点１】主体的・対話的に深く学ばせるための授業改善

ア 「つかむ・見通す」段階における思いや考えをもたせる工夫

イ 「解決する」段階における思いや考えを伝え合わせる工夫

ウ 「確かめる」段階における学びの成果を実感させる工夫

【視点２】自ら学ぼうとする学習意欲の構築

ア 「分かる喜び」を味わわせる習得と活用の場の工夫

イ 「もっと知りたい」を引き出す家庭学習の工夫

７ 目指す児童の姿

多様な考えに触れたり共有したりすることで自分の考えを深め，

進んで学び合おうとする児童

国 語 部 算 数 部 海 洋 教 育 部

課題を自分のこととして捉 既習事項を基に課題解決 海と向き合って生きてきた

え，自分の思いや考えを伝え までの見通しをもち，自分 地域の先人の知恵や工夫，自

るとともに相手の思いや考え の考えを式，図，数直線等 己の生活経験を学習内容と結

を聞き入れ，自らの考えを広 を使って表現して他者に分 び付け，気付いたことや考え

げ深めようとする児童 かりやすく説明しようとす たことを筋道立てて伝え学び

る児童 合う児童

８ 研究の内容と方法

（１）内容

① 主体的・対話的で深い学びの実現を図り，思いや考えを伝え学び合わせるための理論

の整理

② 研究の視点に基づいた授業研究会の実施と検討

③ 学習意欲を継続させる日常的な指導及び学習環境の整備

④ 学力の変容についての調査並びに児童の意識調査
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（２）方法

① 宮城県教育委員会並びに気仙沼市教育委員会指定「学力向上研究指定校事業」の支援

の下に，学習指導要領をはじめ，文部科学省や国立教育政策研究所等から示されている

資料を分析し，主体的・対話的で深い学び（いわゆるアクティブ・ラーニング）の趣旨

や指導内容，方法等についての理解を深めるとともに，講師を招へいして主題に関わる

内容の講演や研修を行い，理論研究に関する研究を深める。

② 教科・領域部会ごとに協働的に授業づくりに努め，授業研究会を行う。模擬授業や事

前授業，授業改善アンケートを活用した事後検討会を実施し，学校全体で授業改善に努

める。

③ 好ましい学習習慣の形成，知識・技能の習得，学習意欲の継続を組織的に図っていく。

また，業前の時間に実施する「スキルタイム」，放課後に算数の四則計算の補充学習を

行う「わくわくタイム」の充実を図り，児童の学習意欲の向上を図っていくようにする。

④ 全国学力・学習状況調査並びに教研式標準学力検査（ＣＲＴ－Ⅱ）の結果の分析と考

察を行う。また，児童の学び方の様子の変容を捉えるとともに意識調査を年度内に２回

実施し，結果を分析する。

（３）研究構想図（別紙１）

（４）学習過程のイメージ図（別紙２）

（５）対話的な学びのモデル図（別紙３）

（６）研究組織（別紙４）

（７）検証計画

① ６月から１１月の間に教科・領域部会で授業研究会を行う。

（指導案検討，模擬授業，事前授業，事後検討会も適宜行う。）

② 各部の検討会ごとに成果と課題を明確にし，次の授業研究会につなげる。

③ ６月と１２月に児童対象の意識調査の分析を行い，研究の検証の資料とする。

④ 全国学力・学習状況調査，数研式標準学力検査（ＣＲＴ－Ⅱ）の結果から研究の検証

を行う。

⑤ 児童の対話の様子，ノートへの記述，発言やつぶやきの内容を累積したり，写真や動

画で学びの様子を撮影して累積したりすることで，児童の学びの様子の変容を検証する。

⑥ 職員対象の授業改善アンケートを年度内に３回行い，研究の検証の資料とする。

（８） 研究計画（別紙５）



別紙１（研究構想図） 
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学習の見通し 

学びの構想 
基礎・基本

の定着 

既習事項を

生かす学び 

自力 対話 
自力 

集団 

振り返り 適用問題 

望ましい 

学習習慣の育成 

学習内容の 

さらなる追究 

学力向上に向けた土台づくり 

校内研究 

＜協働的な授業づくり＞ 

○学習過程基本型の

作成と活用 

○部会ごとの授業研

究会 

＜対話スキルの育成＞ 

○対話的な学びのモ

デルの作成と活用 

○教室等の掲示物の

充実 

＜課外学習の充実＞ 

○業前スキルタイム 

○放課後学習支援 

○業間暗唱チャレン

ジの実施 

＜家庭との連携＞ 

○はなまるカード 

 （学びの記録） 

○家庭学習の啓発 

○学校ＨＰの活用 

新たな 

疑問や気付き 

学習内容の 

深化・発展 

連動 

思いや考えをもたせる工夫 

思いや考えを伝え合わせる工夫 

連動 

 

学びの成果を実感させる工夫 

習得と活用と探究の場の工夫 

家庭学習の工夫 

視点１ 授業改善 視点２ 学習意欲の構築 



別紙２（学習過程のイメージ図） 

段 階     ○学習活動のねらい  ・具体的な発問や指示        児童の活動と反応例 
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め 
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＜学習課題をつかませる場面＞ 

○問題場面・状況を把握し，情報を整理する。 

・何がどうなるお話ですか。 

・何を求めればよいのですか。 

 ・このような体験をしたことがありますか。 

○本時の学習課題を設定する。 

・今日は何ができるようになればいいんだろう。 

・昨日の勉強との違いはどこだろう。 

 
＜見通しをもたせる場面＞ 

○既習の知識・技能や日常生活での体験・経験を学習課題

に関連付け，解決方法や答えの見通しをもつ。 

 ・この行動はこれまでのお話に出てきたかな。 

・答えの大きさはどのくらいかな。 

 ・どんな方法で確かめたらいいだろうか。 

 ・○○君，昨日のノートの振り返りをみんなにも紹介し

てください。 

＜自力解決の場＞ 

○自分の考えをノートに自由に表現させる。 

・自分の考えを分かったところまで書こう。 

・できるだけ分かりやすく説明する準備もしよう。 

＜集団解決の場＞ 

○目的に応じた対話的な学びを通して，見方・考え方を広

げたり，深めたりする。 

 

 

 

 

・より早く正確に計算できる考えを選びましょう。 

・三人の考えを一つにまとめて発表してください。 

 

 

 

・どうすればより簡単に答えを出せるのですか。 

・自分の考えに足りなかったことを書き足しましょう。 

【学びを深めるために】 

『全体での共有へ』   『再び個の学びへ』 

＜適用問題・振り返りの場＞ 

○まとめ（新たな見方や考え方）を生かして適用問題に取

り組む。 

○本時の学習課題，課題解決までの見通しに対して，「ど

のように学んだか」，「何ができるようになったか」につ

いて振り返りを行う。 

・どこに着目して読み取りをしましたか。 

・今日の勉強を通して何ができるようになりましたか。 

 

【対話の目的】 

『比較』 『選択』  『拡大』 『融合』 

イ 

思
い
や
考
え
を
伝
え
合
う 

ウ 

成
果
を
実
感
す
る 

今日は○○が

できるように

なった！ 

友達の考えを聞

いて自分の考え

が深まった。 

そうか，ここで

つまずいてい

たんだ。 

○○さんの考

え方が分かり

やすいね。 

ここまではでき

たんだけど，続

きはどうしたら

いいかな？ 

ぼくはこう考えた

けど，みんなはどう

考えたのかな。 

似ている場面を

登校中にみたこ

とがあるよ。 

昨日の勉強とは

○○が違ってる

んだね。 

こんな順番で考

えていけばでき

そうだな。 

昨日勉強したこ

とが使えるかも

しれない！ 

ア 
思
い
や
考
え
を
も
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＜自己の見方や考え方＞ 

・課題解決までの見通し 

・疑問や気付き 

・知識や技能 

見方や考え方の 

広がりや深まり 

対話的な学び 

 

レベル３… 互いの思いを反映させた新たな考えを一

つにまとめ，根拠を明確にしながら発言でき

る。 

レベル２… 複数の考えを学習課題と照らし合わせな

がらまとめる。 

レベル１… 互いの考えの優れている点に着目しなが

ら聞き合う。 

 

 

レベル３… 適切と判断した考えを，根拠を明確にし

ながら発言できる。 

レベル２… より適切だと思う考えを選び，判断した

根拠を述べる。 

レベル１… 学習課題を意識して，お互いの考えを聞

き合う。 

 

 

レベル３… 友達の思いや考えを受けて自分の考え

や学び方がどう変容したかを発言でき

る。 

レベル２… 友達の思いや考えを受け止め，自分の

考えを広げたり深めたりする。 

レベル１… 友達の考えを聞いて自分とは異なる見

方や考え方があることに気付く。 

 

別紙３（対話的な学びのモデル図） 

 

レベル３… 友達の発言を受けて自分の考えや記述

内容を改善することができる。 

レベル２… 友達の発言や記述内容に対して共感し

たり質問したりする。 

レベル１… 自他の考えや記述内容を聞き，共通点

や相違点を見いだす。 

  

拡大＜考えを広げる学び合い＞ 

選択＜適切な考えを選ぶ学び合い＞ 

融合＜考えをまとめる学び合い＞ 

比較＜自他の考えを比べる学び合い＞ 

深い学びの実現 

  

予想 「○○さんの考えの続きが分かりますか」 

再現 「○○さんの考えを隣同士で説明し合いましょう」 

要約 「○○さんの考えはつまりどういうことですか」 

着目 「○○さんの考えのよいところはどこですか」 

推測 「○○さんはどうしてこの考えがうかんだと思いますか」 

共感 「○○さんの気持ちが分かりますか」 

補助 「困っている○○さんにヒントを言えますか」 

 

レベル４ 相手の主張に対して適切な意見を言う。 

レベル３ 相手の主張に対して適切な質問をする。 

レベル２ 相手の主張に対する感想を言う。 

レベル１ 相手の主張の中心を理解する。 

 

＜聞き手に身に付けさせたい対話スキル＞ 
 

レベル４ 自分の考えを根拠を明確にして伝える。 

レベル３ 自分の考えを順序立てて伝える。 

レベル２ 自分の考えの中心を落とさずに伝える。 

レベル１ 自分の考えを最後まではっきりと伝える。 

 

＜話し手に身に付けさせたい対話スキル＞ 
＜学びをつなぐポイントと教師の働き掛けの例＞ 



研究概要‐ 1

別紙４（研究組織）

校 長

教 頭

研究全体会

研究推進委員会 ○研究推進に関わる意見交換

［校長 教頭 主幹教諭 教務主任 研究主任 教科・領域部長 専門部長］ ○企画の立案

○各部への連絡調整

教科・領域部会 専門部会

◎菊地 小野 ◎小野 庄司 ○授業研究会の運営

国語部 松岡 尾形惠 授業研究部 畠山 尾形惠 ○授業改善のための情報発信

岩渕 白倉 岩渕 千葉 ○Ａ・Ｌについての理論研究

◎畠山 小原 ◎小野寺 菊地 ○意識調査項目の検討

算数部 佐々木 鹿野 調査資料部 佐々木 小原 ○各種調査の実施と考察

熊谷 小野寺 熊谷 佐藤 ○成果と課題の経年比較

庄司 米倉

◎千葉 渡邊 ◎尾形礼 尾形友 ○家庭学習の充実

海洋教育部 小山 尾形礼 学習環境部 松岡 鹿野 ○教室環境（△△コーナー，

米倉 尾形友 小山 斉藤 掲示物等）の改善

渡邊
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別紙５（研究計画）

平成２８年度（１年次） 平成２９年度（２年次） 平成３０年度（３年次）

研究主題 思いや考えを伝え学び合う児童の育成

副 題 ～主体的・対話的で深い学びの実現を目指して～

中間公開研究会 中間公開研究会 公開研究会

（平成 29年 1月 30日）（平成 29年 11月 15日） （平成 30年 月 日）

○研究主題・副題の設定 ○実践研究の継続と発展 ○実践研究の継続と深化

・児童の実態把握 ・研究主題，副題の検討 ・研究主題，副題の検討

・指導上の課題の整理 ・研究組織の見直し ・研究組織の見直し

主な取組 ・研究の方向性の確立 ・視点に沿った手立ての ・視点に沿った手立ての

・研究組織の立ち上げ 有効性の検証及び精選 有効性の検証及び精選

○研究の視点に沿った授 ○授業実践とカリキュラ ○授業実践とカリキュラ

業実践 ム・マネジメント ム・マネジメント

・各部会の授業研究会 ・年間指導計画の改善 ・気小スタンダード（仮）

・防災教育，海洋教育単 ・基本的な授業モデル の活用と発信

元開発計画の立案 （別紙２・３）の立案

○授業研究会の実施 ○授業研究会の実施 ○授業研究会の実施

・教科領域部会における ・前年度の課題を受け授 ・前年度の課題を受け授

重点指導事項の設定 業改善の方向性を提案 業改善の方向性を提案

授業研究部 ・事前事後の授業検討会 ・課題解決的な学習課題 ・部会または全体での授

を踏まえた指導上の成 のイメージ図の作成 業研究会並びに成果と

果と課題の共有化 ・授業改善アンケート 課題の焦点化

・「Ａ・Ｌチェックシー （教師用）の実施と授業 ・気小スタンダード（仮）

ト」の作成と活用 改善 の活用・反省・改善

○全国及び宮城県学力・ ○全国及び宮城県学力・ ○全国及び宮城県学力・

学習状況調査の分析 学習状況調査の分析 学習状況調査の分析

・結果を踏まえた授業改 ・結果を踏まえた授業改 ・結果を踏まえた授業改

調査資料部 善案の提案 善案の提案 善案の提案

○児童の実態調査アンケ ○教研式標準学力検査 ○教研式標準学力検査

ートの実施と分析 （ＣＲＴ－Ⅱ）の結果の （ＣＲＴ－Ⅱ）の結果の

・今後育成を目指してい 分析と考察 分析と考察

く資質・能力の焦点化 ○児童の実態調査アンケ ○児童の実態調査アンケ

ートの実施と分析 ートの実施と分析

○家庭学習充実のための ○家庭学習充実のための ○家庭学習充実のための

取組 取組 取組

・「気小っ子はなまるカ ・「気小っ子はなまるカ ・「気小っ子はなまるカ

学習環境部 ード」の改善と活用 ード」の活用 ード」の活用

・家庭学習紹介コーナー ・対話的な学びのモデル ・気小スタンダード（仮）

の設置 図の作成と活用 の作成と活用

・学習の約束の提案と教 ・学習環境の整備 ・教材の作成，充実した

室掲示物の整理 （教室掲示・学習の流れ 教室の運営，学習意欲

・算数コーナー等） 向上のための環境整備


